第21回渡船事業運営審議会会議録

日　時　　平成20年4月28日(月)　14：00～15：30

場　所　　市役所本庁北館「２０3」会議室

内　容　　１．第20回渡船事業運営協議会議録の確認及び承認について

　　　　　２．運賃改定案について

　　　　　３．運賃適用方法のルールについて

４．その他

出席者　　委　員７名　宮内 順･三宅 徹･遠藤 千代香･中村 正秋･遠藤 敏光　権田 冨士男･吉田 信喜　　(敬称略)

　　　　　事務局5名　

＊今回の件につきまして部長より皆様にお話をさせていただきます。

日頃よりご協力をいただきありがとうございます。今回、皆様を裏切る事となりました飲酒運転等新聞報道で報じられた通りでございます。危機管理意識の希薄さも問われていると思います。今後は、このようなことのないように職員の指導・管理監督を強めていきたいと思っています。誠に申し訳ございませんでした。

＊4月の移動に伴う新旧職員のあいさつ

· 資料による新料金等の説明

・料金を扱うにあたって整合性の取れるものにもっていきたい。

議事１　第２０回渡船事業運営協議会議事録の確認及び承認について

　　　　　確認の上、承認。

議事２　運賃改定案について

· 事務局より大島航路の運賃を10％値上げしたいとの提案。

· 地島航路の値上げ率が大きすぎる。（360円→490円）

緩和措置を設けたほうが良いのではないのか。

　→航路距離を海図上で測った神湊～泊～白浜の距離(7.5㎞)で算定している。

· 段階を追って上げたほうが良いのではないか。

· フェリーは白浜直行になるわけだから、神湊～白浜(6㎞)で算定してほしい。そうなると390円ほどになる。

· 泊、白浜を同じ料金にしたらどうか。

· 白浜～神湊間の距離で出した金額を基準に考えるほうがよい。フェリーが割高にならないようにしないといけない。

→右、左回り等の経路は、外部に向けた説明で理解を得られるものだといいと思う。

· コストは泊経由だからかかると思う。

· 白浜までが390円だと10％up位になり大島航路と同じ位のup率になるので納得ができると思う。

· 泊～白浜間は現在と同じ160円でできないか。

→経営改善の努力をしないといけないので値下げはできない。10円位の値上げは必要と思う。もう一度検討します。

・ 大島の往復料金を据え置くので地島もできるだけ上がらないようにせざるをえない。

· 実際に船で測った正確な航路距離を出して、修正案を出してほしい。極端な違いはないと思う。

議事３　運賃の適用方法のルールについて

· 資料は大島・地島を合わせて一本化していく案です。次回に審議しますので目を通した上で、ご意見をいただきたい。

· 運賃と料金の定義を明示しておく必要があるのではないでしょうか。

→料金は距離とは関係なく決められるものです。大島・地島航路は料金は発生しないと思う。

· 釣具のクーラー等は受託手荷物(船に預けた物)として運賃はいただいているが、手回り品(日用品以外)料金は徴収していないのでルール作りをして徴収する必要があるのではないか。

· 障害者運賃のこのような細かいルールが必要なのか。

· 貨物はここまで詳しく書く必要があるのか。次回、運賃の修正案と同時に貨物の新料金を出してほしい。

次　回　　5月26日（月）１４：００

次々回　　6月30日（月）１４：００

